
１．適用工種

開削工法により鋼管 φ６００を布設するものであ

るが、既設上水道管DCIPφ１５０が埋設されている

ため、下越し横断にて施工する必要がある。

２．改善提案

既設管は周辺地域に送水されている重要幹線で

あり、既設管に損傷を与えることは許されないこ

とから、発注者と協議の上、簡易土留め施工によ

る吊り防護工法とした。

図―１ 断面図

３．従来工法の問題点

オープン掘削の場合、法面崩壊により既設管

の露出部分が大きくなり、既設管の異常・損傷を

招く要素が高い。

４．工夫・改善点

� 既設管があるスパンは、土留めパネルを設

置出来ないので、簡易土留め設計計算書の設計荷

重より、横矢板に生ずる最大曲げモーメントを求

め、部材の種類と断面を決定した。又、横矢板設

置の際、滑り落ちて水道管が損傷しないようパイ

プサポートにて切梁を設置した。

図―２

� 施工時期が１２月ということで、最低気温が

－１５℃になることも予想され、水道管を露出させ
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ると凍結する可能性が高いことから、水道管に“凍

結防止帯”を巻き付け、１００V電源を接続して、

伝熱させた。

更に厚さ５cmの発砲ポリスチレンを水道管に

取り付け、保温効果を図った。普通土と発砲ポリ

スチレンの熱伝導率の比は、１：０．０５であるから、

普通土厚さ１ｍに匹敵するものである。

写真―１ 水道管凍結防止対策

� 水道管以深の埋め戻しは、現地発生土では

なく、切込砂利０～３０mmを使用し、３０cm毎タ

ンパにより層状転圧を行ったが、水道管周辺は砂

を使用して、水締め填圧を行った。

写真―２ 水締め填圧

５．効果

施工中の事故・事後の地盤沈下も見受けられな

く、施工後数年になるが、異状の報告は受けてい

ない。

６．適用条件

吊り防護工法については、あらかじめ水道管理

者との協議が必要であり、水道管埋め戻しまでの

沈下等の観測を行わなければならない。

７．採用時の留意点

地下水がある場合、地下水の流入により、地盤

のせん断強度が低下して、土留背面の土砂崩落し

易くなるので、隙間が生じたら速やかに充填出来

るよう砂を用意しておき、当然のことだが、掘削

から埋め戻しの工程を少しでも短縮するために、

用意周到な段取りと打ち合わせが必要である。
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